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本部門では，2050年カーボンニュートラルの実現を視野に入れて，次世代の安全・安心な送配電システムの構築を目指した研究
を実施します。交流／直流ネットワークにおける電力機器の高性能化・高信頼度化などの実用的価値の高い研究を行うとともに，
電力系統や機器で発生する現象の計測・解析技術の高度化などの学術的価値の高い研究を行います。これらの研究を融合させるこ
とにより，学術面から実用面までの広い視野を持ちながら，持続可能社会の基盤となるエネルギーインフラ構築に向けた送配電シ
ステムを提案していきます。

（3）直流機器の性能評価のための交流による代替試験法
国内外において多くの高電圧直流（HVDC）送電プロジェクトが提案されています。
それらを構成する機器に短絡電流などの大電流が流れた場合の性能検証を行う必要が
ありますが，国内外ではHVDC試験設備が少ないという事情があります。このため，現
在制定が進められている国際的なIEC規格では，HVDC機器の性能検証のためにACによ
る代替試験を行うことが検討されており，この代替試験の条件を提案するための研究
を進めています。

アーク発生前後の電流波形

直流電力系統における電力機器の故障電流対策技術の開発
（2）直流アークの検出手法（Wavelet変換の適用）
導入が最近進められている太陽光発電設備や洋上風力発電施設からの送電設備では直流
技術が用いられています。一方，直流（DC）は交流（AC）に比べて電流遮断が難しいた
め，DC設備において断線や接触不良等の不具合により発生するアークは継続しやすいで
す。このようなアークを放置するとDC設備で火災に進展することがありますので，DC
アークの検出技術の開発に向けた研究を進めています。

再生可能エネルギー大量導入時の電力系統解析技術の開発
（1）交流／直流ハイブリッド電力系統における短絡電流の過渡解析
太陽光発電設備などの再生可能エネルギーや，その余剰電力を貯蔵・放電するための蓄電池等が大量導入されると，直流（DC）
電源が従来の交流（AC）電力系統に大量に接続されることになります。将来の送配電設備の故障電流対策技術の開発に向けて，
AC／DCハイブリッド電力系統における故障時の短絡電流特性マップの開発を目指した研究を進めています。

AC/DCハイブリッド系統例

電流波形のWavelet変換後のスカログラム
（電源電圧：100 V） 振幅特性（周波数：0.5 kHz）

計算対象の銅導体

AC通電時とDC通電時の抵抗

AC通電時とDC通電時の導体の表面温度
（導体半径a：10～50 mm）

AC系統側の線路長が異なる場合の短絡電流解析例 短絡電流の2乗の時間積分値のAC系統線路長への依存性
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